






依頼書 



固定が染色に与える影響 

　《主な固定不良の理由》 

・　ホルマリン以外の固定液での提出（エタノール・生理食塩水など）	

・　ホルマリン濃度の薄さによる固定不良	

・　手術材料等の大きく採取された組織のホルマリン浸透不足	

染色ムラ ・ 特異性の喪失 ・ 過誤のリスク	



薄切が染色に与える影響  

・薄切技術の個人差 

　　　切片の厚さがまばらであったり、アーチファクトやコンタミネー 

　　　ションなど診断に支障をきたす標本になる 

・検体(臓器)による染色性の違い 

　　　前立腺・子宮頚部・食道などの組織は他の組織よりも染色性が 

　　　弱いため、少し厚く薄切するなどの工夫が必要となる 

・病理医に合わせた標本作製 

　　　複数の病理医の好みに合わせ、薄切の際に出来る限り切片の厚さ 

　　　を調整して標本を作製する 



臓器による染色性の違い	

×２０	×２０	

前立腺生検組織	



病理医の好みに添った薄切 

◎ ＨＥ染色標本は異なる厚さのものを２枚作製する 

　 　　　　　⇒ 病理医が診断しやすい標本の提供 

胃生検組織	

×２０	 ×２０	



　・　自動染色装置の導入により、染色性を均一化	

　・　薄切・染色性の良悪を確認	

　・　報告書へ添付する写真撮影	

　・　プレパラートとパラフィンブロックの照合	

　・　ラベルと依頼書の照合	

染　色 

封　入 

病理診断 

鏡　検	

薄　切	



染色における精度管理	



・　染色槽の液不足	

・　染色液の劣化	

・　コンタミネーション	

　　　　（染色液の結晶など） 



自動染色装置使用でのミス	

・　染色カゴのセットミス	

・　染色プログラムの選択ミス	

・　色出し用のお湯の入れ忘れ	

・　染色かごの取り出し忘れによる破損	

・　染色槽のふたの取り忘れ	



手染めでのミス	

・　脱パラフィン不足・脱水不足	

・　染色オーダー間違い	

・　染色手順間違い	

・　タイマーのかけ忘れによる長時間放置	

・　ヘマトキシリンの分別忘れ	

・　ヘマトキシリンの色出し忘れ	



HE染色に関するミス・トラブルの対応策	



外部精度管理 

・　日本臨床検査技師会によるサーベイへの参加 

・　日本臨床細胞学会によるサーベイへの参加 

・　保健所の立入検査（２年に一度） 

上記以外の外部精度管理	

・　CAP ( College of American Pathologists ) 

・　医療関連サービス 



まとめ 

　標本作製におけるミス・トラブルは、診断時のインシデントやアクシ

デントに繋がるため、精度管理および品質管理は重要である。しかし

現状では検査室内での染色マニュアルやワークシート、個々の技量

などの統一性を計ることは容易ではなく、また依頼元への検査案内

の徹底など標本作製における精度管理の課題となっている。	

　当センターでの標本作製における精度管理として、数値化および自

動化できるものは積極的に行い、取り入れることが必要と考える。	

　定期的に残存リスクの洗い出しを行い、品質の高い検査結果報告

書を提供する事が患者様への治療・フォローに繋がるものと考える。	


